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［附子の毒性］

附子や烏頭には，回陽救逆・補陽益火・

温陽利水・散寒止痛などの優れた作用

がありますが，周知の通り用量が多かっ

たり，減毒のための調整が不十分であ

ったりすると，強毒性のアコニチン系ア

ルカロイド（ジエステル型）による重篤

な中毒が発現することがあります。

附子の使用にあたっては，少量から開

始して中毒発現がみられないことを確

認したうえで増量することが必要です。

 中毒症状 

①口舌や四肢末端の痺れ・めまい・心

悸亢進

②嘔吐・流涎・嚥下困難・脱力感

③血圧低下・呼吸麻痺・痙攣・不整脈

なお，小髙先生は 63 頁にある通り，

舌裏の舌質の色をチェックすることが

大事であると強調しています。

（編集部）


